
3 情報提供
・防災教育コンテンツの周知について

・小学校における防災教育を支援するための先生方向けの「授業
で活用できる防災・河川教育資料集」（防災教育コンテンツ）に
つきまして、旭川開発建設部HPに掲載しましたので情報提供いた
します。
https://www.hkd.mlit.go.jp/as/tisui/a079ll0000003hxq.html

・防災教育コンテンツの存在を広く知って頂くため、各自治体、
各教育委員会HPへのリンク掲載をお願いします。

・次年度に改めて以下の資料を送付いたしますので、その際は各
自治体の教育委員会への周知、さらに教育委員会から小学校への
周知依頼をお願いいたします。

【参考】説明用資料（次ページから綴っております。）
・防災学習に役立つサイト 防災教育支援（チラシ）
・指導計画（防災教育コンテンツにも掲載していきます）

資料－４



旭川市など９市町旭川市など９市町
名寄市、士別市など８市町村名寄市、士別市など８市町村

https://www.hkd.mlit.go.jp/as/tisui/a079ll0000003hxq.htmlhttps://www.hkd.mlit.go.jp/as/tisui/a079ll0000003hxq.html





 

 

 

 

 

【単元名】 

「自然災害からくらしを守る」 

             

【単元の目標】 

日本ではさまざまな自然災害が起こり、それらは国土の自然の特色と関わっている

ことを理解するとともに、災害から暮らしを守るためのさまざまな取り組みについて

調べ、自分たちにできる取り組みについて考えさせる。 

 

各時限の 
タイトル 

時 本時のねらい 
本時の学習活動 

防災教育・河川教育の内容の付加 

自
然
災
害
か
ら
く
ら
し
を
守
る 

過去の水
害・自然
災害の様

子 １
時
間
目 

自分たちのまちや日本で起
こった自然災害を調べるこ
とを通して、自然災害と国
土の自然環境との関係につ
いて考えるとともに、自然
災害から暮らしを守るため
の取り組みについて、調べ
ていく見通しをもてるよう
にする。 

・過去に地域で起きた災害の発生件数等から、
今後どのような災害が起きる可能性があるのか
気づかせるとともに、なぜ、そのような災害が
起きるのか考える。 

水 害 に 備
え て で き
ること 

２
時
間
目 

自然災害から暮らしを守る
ために、「減災」の考え方が
広まっていることを捉える
とともに、水害から身を守
るために大切なことを気付
かせる。 

・平成 28 年に起きた台風の流れを児童がイメー
ジできるような状況付与を行いながら、水害
に備えて「情報の集め方」と「避難時の行
動」についてグループで考える。 

３
時
間
目 

・避難所までのイラストマップおよび洪水浸水
想定区域図を活用し、水害に備えて「避難す
る時に気をつける場所」をグループで考え
る。 

 
水 害 に 備
え た 取 り
組み ４

時
間
目 

自然災害から暮らしを守る
ために、国や都道府県など
が、施設の建設や避難場所
の決定・周知といったさま
ざまな公共事業に取り組ん
でいることを理解できるよ
うにする。また、地域で協力
してできることや自分にで
きることを考えられるよう
にする。 

・地域を流れている河川で実施されている水害
を防ぐための公共事業（捷水路、遊水地等の
整備）について学ぶ。 

・水害を防ぐための先人の取り組みを通じて、
地域の人々のくらしに恵みをもたらしている
ことを学ぶ。 

 

５
時
間
目 

・水害から地域を守るための施設や働く人々に
ついて学ぶことで、洪水から地域を守るため
には多くの人々が連携していることに感心を
持たせるとともに、自分にできることを考え
る。 

 

 

防災教育のねらい： 

◆ 日本で起こった自然災害を知り、自然災害と国土の自然環境との関係について考える。 

◆ 水害から自分の命や身を守るための行動を考える（自助） 

◆ 自然災害から暮らしを守るための公共事業とその歴史について学ぶ。（公助）    

◆ 地域における防災活動について学び、積極的に参加する意識を育てる。（共助） 

○指導計画 

⇒（減災） 

 教材はこちらからダウンロードできます。 
https://www.hkd.mlit.go.jp/as/tisui/a079ll0000003w3l.html 



 

 

「自然災害からくらしを守る」  

①過去の水害・自然災害の様子 

 

ねらい：自分たちのまちや日本で起こった自然災害を知り、自然災害と国土の自然環境との関係につい

て考える。 

 

目 標：自分たちのまちでは大雨による被害が多く発生しているほか、日本では地震や津波など様々な

災害が起きる可能性があることを気付かせる。 

 

【展開】  □：画面で表示 ★：画面用データ・印刷物ともあり ◎：児童配布用 △：グループ配布用 

 学習活動 …確認事項 →指導のポイント ・ ※留意事項 

導
入
（
５
分
） 

１．自然災害について調べよう 

 

 

【ワークシート】◎を配る。 

 

 

 

→ 自然災害（自然発火による山火事など）と

人的被害（放火など）との違いを確認する。 

展
開
Ⅰ
（
15
分
） 

 

２．【①-1 これまでに発生した自然災害のグ

ラフ（伏字）】□を見せる。 

２’．【①-1 これまでに発生した自然災害の

グラフ（回答）】★を掲示する（答え合わ

せ）。 

 

２”．【①-2 自然災害の写真】★を掲示する。 

 

→ 大雨による災害（水害）が多く発生してい

ることや、水害以外の災害を学ぶ。 

Ⅱ
（
15
分
） 

 

３．【①-3 日本の災害映像】□（約 4 分）を

見せる。 

３’．【①-4 日本の災害写真】★を掲示する。 

４．教科書で学習する。 

 

→ 写真や映像を使い、日本では様々な災害が

起こることを気付かせる。 

 

※ 単元のテストに対応できるよう、教科書を使った

学習を併せて行う。 

終
末
（
10
分
） 

 

 

 

 

  

課題：自分たちのまちや日本で起きた自然災害
さいがい

について調べよう。 

自分たちのまちで発生した自然災害 

日本で発生した自然災害 

まとめ：・自分たちのまちでは、大雨、大雪、暴風、地震などによる自然災害
さいがい

が起きている。 

・日本では、大雨以外にも、地震、津波、噴火、土砂くずれなどによる災害
さいがい

が起こ

ることがある。 



 

 

「自然災害からくらしを守る」  

②水害に備えてできること（前半） 

ねらい：水害から自分の命や身を守るための行動を考える（自助）① 

 

目 標：水害から自分の命を守る為には、自分で情報を集めて避難することが大切であると気づかせる。 

 

【展開】  □：画面で表示 ★：画面用データ・印刷物ともあり ◎：児童配布用 △：グループ配布用 

 学習活動 →指導のポイント ・ ※留意事項 

導
入
（
７
分
） 

１．【②-1-1 被害の映像】□（約 3 分

半）を見せる。 

 

 

【ワークシート】◎を配る。 

→ 自分の地域で水害が起こる可能性があることに

気付かせる。 

 

 

展
開
Ⅰ
（
７
分
） 

２．【②-1-2 大雨時の映像】□（約 20

秒）を見せる。 

 

 

 

→ 台風時にひとりでいる流れをイメージさせる。 

→ 水害から自分の命を守るための行動を考えさせ

る。 

→ 災害に備えるには、まず、今、何が起こっている

のか、情報を集めることが大切であると気づかせ

る。 

Ⅱ
（
７
分
） 

３．【②-1-3 防災行政無線の音声】□

を流す。 

 

 

 

 

→ 災害に備えるには、早めに避難することが大切で

あると気づかせる。 

※ 緊迫した状況であることを感じさせるため、制限時間を設

けて進めると良い。 

Ⅲ
（
７
分
） 

４．【②-1-4 水害から自分の命を守る

ための行動（板書用）】★を掲示す

る。 

 

→ 情報の集め方を教え、自分で災害情報を集められ

るようにする。  

※【社 1-④補足教材：NHKd ボタンの使い方】等を参考に、地

域の状況に応じて指導する。 

Ⅳ
（
７
分
） 

 

 

５．【②-1-5 水害から自分の命を守る

ための行動（配布用）】◎を配る。 

→ 避難所まで逃げられない状況の時には、高いとこ

ろや高い建物に逃げることを理解できるようにす

る。 

 

終
末
（
10
分
） 

 

 

 

 

課題：水害に備えて、「情報の集め方」と「避難
ひ な ん

時の行動」を考えよう。 

グループワーク①：「どうや

って災害などの情報を集め

るか？」 

グループワーク②：「避難し

てくださいという情報が入

ってきました。どのような

行動を取るか？」 

まとめ：・大雨の時にはテレビやラジオ、防災
ぼうさい

無線
む せ ん

から情報を集める。 

・「避難
ひ な ん

してください」という情報が出ていたら、すぐに避難
ひ な ん

する。 

・避難
ひ な ん

所に行けない時には高いところへ避難
ひ な ん

する。 

水害に備えて、「情報の集め

方」を確かめよう。 

水害に備えて、「避難時の行

動」を確かめよう。 



 

 

「自然災害からくらしを守る」  

②水害に備えてできること（後半） 

ねらい：水害から自分の命や身を守るための行動を考える（自助）② 

 

目 標：大雨が降ると、まちの様子が変わり、命の危険がある場合があること、早目に避難することが

大切であることを気づかせる。 

 

【展開】  □：画面で表示 ★：画面用データ・印刷物ともあり ◎：児童配布用 △：グループ配布用 

 学習活動 …確認事項 →指導のポイント ・ ※留意事項 

導
入
（
５
分
） 

１．前時の振り返り 

 

 

 

【ワークシート】◎を配る。 

→ 【②-1-4 水害から自分の命を守るための行動（板

書用）】★を見せて、「情報の集め方」と「避難時の

行動」を振り返る。 

展
開
Ⅰ
（
10
分
） 

２．【②-2-1 避難ルートのイラスト(板

書用)】△★を配布して掲示する。 

２’．【②-2-2 避難ルートのイラスト

(回答)】□を見せる（答え合わせ）。 

 

 

→ 避難するときにどんな場所を通ってはいけない

のかを考える。 

※ イラストを用いることで、他の地域のどこにいても対応で

きるよう、一般化して考えさせる。 

Ⅱ
（
15
分
） 

３．【②-2-3 防災マップ】□を見せる。 

 

 

 

４．【②-2-4 川があふれたときの水深】

△★を配布して掲示する。 

４’．【②-2-5 水深がわかるイラスト】

★を掲示する。 

 

 

→ 自分の地域の避難所を調べる。 

※ 防災マップ(PDF)のうち、学校のある地域や関連する地域

のものを各先生が選択して使用する。防災マップは各家庭に

も配られている。 

→ 自分の地域で災害時にどうなるか（浸水深）を知

り、実際の災害時にどんな危険があるかを考える。 

※ 地域の情報を用いることで、身近な場所で、大雨のときに

危険になりうる場所を学ぶ。 

注；石狩川以外の川があふれた場合のことは反映されていない

ので、【②-2-3 防災マップ】や【②-2-4 石狩川があふれたと

きの水深】に色がついていない場所でも注意が必要です。 

Ⅲ
（
５
分
） 

５．【②-2-6 水の力の映像】□（約 1

分）と【②-2-7 命を守る防災教育イ

ラスト】★を見せる。 

  

→ 川から溢れた水はにごって足元が見えないこと、

流れがあり歩きにくくなること、水深があるところ

ではドアが開かなくなることなど、大雨時に危険な

ことを理解できるようにする。 

終
末
（
10
分
） 

 

 

 

 

課題：水害に備えて、「避難
ひ な ん

する時に気をつける場所」について考えよう。 

グループワーク①：「大雨のと

きの避難ルートを考えよう」 

まとめ：・自然災害
さいがい

が起きるとまちの様子が変わり、命に危険があることもある。 

・川の水があふれる前に早めに避難
ひ な ん

する。 

・避難
ひ な ん

する時には川や水路の近くや、土地が低い場所には近づかない。 

水の力を見くびるな 

グループワーク②：「まちに

水が流れ込んだら何が起き

るか？」 



 

 

「自然災害からくらしを守る」  

③水害に備えた取り組み（前半） 

ねらい：自然災害から暮らしを守るための公共事業とその歴史について学ぶ。（公助） 

 

目 標：「自助」に対する「公助」として、国や都道府県などが行う「公共事業」について理解できるよ

うにする。 

 

【展開】  □：画面で表示 ★：画面用データ・印刷物ともあり ◎：児童配布用 △：グループ配布用 

 学習活動 …確認事項 →指導のポイント ・ ※留意事項 

導
入
（
５
分
） 

１．前時の振り返り 

 

【ワークシート】◎を配る。 

→【①-2 自然災害の写真】★を見せて振り返る。 

 

 

展
開
Ⅰ
（
15
分
） 

２．【③-1-1 水害からくらしを守る施設の

イラスト】★を掲示する。 

２’．【③-1-2 水害からくらしを守る施設カ

ード（グループ用）】△を配る。 

２”．【③-1-2 水害からくらしを守る施設カ

ード（板書用）】★を掲示する（答え合

わせ）。 

 

 

→ 施設写真と説明のカードを組み合わせなが

ら、水害からくらしを守る様々な施設があるこ

とと、それらの役割を学ぶ。 

Ⅱ
（
10
分
） 

 

３．【③-1-3 先人たちの取組】□★を見せ

る。 

３’.【③-1-4 昔と現在の旭川市】を見せ

る。 

 

 

 

→ 私たちの地域を守るために、先人が取り組ん

できたこと、この取り組みによって、石狩川に

住む人々のくらしに恵みをもたらしているこ

とを学ぶ。 

Ⅲ
（
10
分
） 

 

４．【③-1-5 自然災害からくらしを守る施

設の写真】□を見せる。 

４’．教科書で学習する。 

 

→ 水害だけでなく様々な自然災害からまちを

守る施設があることを学ぶ。 

※ 単元のテストに対応できるよう、教科書を使った学習

を併せて行う。 

終
末
（
５
分
） 

 

 

 

 

課題：自然災害
さいがい

からわたしたちのくらしを守る取り組みについて調べよう。 

グループワーク：「石狩川周辺に

ある水害からくらしを守る施設 

まとめ：・自然災害からわたしたちのくらしを守るために、様々な施設
し せ つ

が公共事

業で作られている。 
・昔から地域を守るための取り組みが行われている。 

先人たちの取り組み 

自然災害からくらしを守る施設 



 

 

「自然災害からくらしを守る」  

③水害に備えた取り組み（後半） 

ねらい：地域における防災活動について学び、積極的に参加する意識を育てる。（共助） 

目 標：「共助」として、自然災害から暮らしを守るために、多くの人々が連携していることを知り、

「減災」への取り組みを理解できるようにする。 

 

【展開】  □：画面で表示 ★：画面用データ・印刷物ともあり ◎：児童配布用 △：グループ配布用 

 学習活動 …確認事項 →指導のポイント ・ ※留意事項 

導
入
（
５
分
） 

１．前時の振り返り 

 

 

【ワークシート】◎を配る。 

→【③-1-1 水害からくらしを守る施設のイラス

ト】★を見せて振り返る。 

 

展
開
Ⅰ
（
10
分
） 

２．【③-2-1 56 水害のインタビュー映像】

□（約 6 分）を流す。 

 

 

３．【③-2-2 学習シート～水害から地域を守

るためにはたらく人たち】◎を配る。 

 

→ 地域の水害を経験した人や災害対応活動を

行った人の言葉をとおして、実際の水害時の

状況について学ぶ。 

 

→ 学習シートを活用して、防災のための平常

時と災害時の取り組みの内容と、取り組みに

は色々な人が関わっていることを学ぶ。 

Ⅱ
（
20
分
） 

４．【③-2-3 H28 水害のインタビュー映像】

□（約 3 分半）を流す。 

 

 

 

５．【③-2-4 学習シート～自分たちにできる

こと】◎を配る。 

 

５’．教科書で学習する。 

→ 「自助」、「公助」に加えて「共助」について

学ぶ。 

 

→ 自分たちにできることとして、避難場所の

確認や防災グッズの用意など、災害が起きた

時にいち早く避難できるよう普段から心がけ

る事や、防災訓練の参加など地域との関わり

などへと導き出す。 

※ 単元のテストに対応できるよう、教科書を使った学

習を併せて行う。 

※ 自分たちにできること（家族との避難所の確認、避

難グッズの準備など）を自ら考え、実践できたかを

学習の評価に加える。 

終
末
（
10
分
） 

 

 

 

 

課題：自然災害
さいがい

からくらしを守るために自分たちにできることを考えよう。 

まとめ：・自然災害
さいがい

に備えて、日頃から防災を意識して準備する。 

水害から地域を守るために 

はたらく人たち 

水害からくらしを守るため

にできること 
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